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話された言葉として書かれた中国語
―18世紀前半中国の供述書と朝鮮の問答記録の言葉―
奥 村 佳代子
Chinese language as spoken words in the 18th East Asia
OKUMURA Kayoko
It is not easy to faithfully record the words that were spoken, but there is a 
document which required to record as said. The testimony of Chinese Qing Dynasty, was 
the record as the person was talking for the document that has been asked.
In this paper, I’ll show up the document of testimony about some projects that 
have occurred in the early 18th century. Then, I will try to organize the nature of the 
feature and the vocabularies of documents. And last, I will consider the words of the 
testimony would like to consider what is positioned as in the written langue.
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1 ．話し言葉と記述
　本論の目的は、同時期の中国、朝鮮において話された言葉として記録された中国語を比較し、共通点
と相違点とを見いだすことである。
　話された言葉を記録する行為は、罪を裁く際に当事者による自白のみが証拠となることが前提とされ
ていた中国では早くから行われていたと考えられる。ただし、供述された言葉だけを記録したものでは
なく、裁判の証拠足り得る形式と内容に改めて作成された文書が公的な文書として提出されていた1）。こ
のような供述書のあり方からは、供述書の中国語は話された言葉に最も近い書き言葉であると言い得る
側面を持つと言えるだろう2）。
　また、朝鮮王朝では中国船が漂着すると、中国語通訳である訳官が中国語で尋問を行った。尋問のや
りとりは「問情別単」として中国語で記録されたが、朝鮮王朝による尋問は複数の訳官によって複数回
1）	唐澤 1995。
2 ）	奥村 2017は、雍正 4年（1726）に記録された允禩と允禟に関する案件の供述書を題材に、供述書のあり方と基本的
な使用語彙から、供述書として記録された「供」の中国語の書き言葉としてのレベルについて考察を試みた。
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行われ、それぞれの内容の一致を確認したうえで、訳官と漂着船難民とのやりとりとして整えられたも
のが清書され、公的な文書として提出されたのであった3）。
　中国の裁判文書であった供述書と朝鮮の漂着難民報告記録であった「問情別単」とは、いずれも事実
を伝えようとする目的が共通しており、「問」と「供」あるいは「問」と「答」とがはっきりと区別され
た体裁をとっているという点が共通しているだけでなく、話された言葉にもとづいて書かれた言葉であ
るという共通点がある。ここでは、両資料における「問」の言葉を調査対象とし、話された中国語を書
き言葉として書こうとしたとき、どのような語彙が選択されるのかを見てみたい。どのように書かれる
べきかが論ぜられ、目指すべき文書の姿に対して意識的であったと考えられる中国清代の供述書の中国
語を基準とし、同時代朝鮮の供述書の中国語を比較することによって、話し言葉を書面語として書くと
きの言葉の実態を整理することとする。最終的な目標は、すべての語彙を網羅することであるが、本論
では基礎作業の段階として、基本的な語彙の傾向を把握するために、「問」すなわち尋問する側に用いら
れた「人称代詞」「指示代詞」「疑問詞」「語気助詞」を中心に調査した結果を記述する。
2 ．清代檔案史料における「問」の言葉
　ここで資料として用いるのは、『清代檔案資料選編』第 2巻に収められた、允禩允禟案件の文書である
「刑部侍郎黄炳両江総督査弼納進秦道然口供折」「穆景遠供詞」「秦道然等口供」の 3文書における「問」
の言葉である4）。雍正 4年（1726年）の允禩允禟案件の尋問は次のように記録されている。
2.1．秦道然に対する尋問
　秦道然（1658-1747）は無錫の人で、明代に建てられた円林寄暢園主人秦徳藻の長子である。康煕42年
（1703）の第 4回南巡の際に康煕帝に従い朝廷に入り、第 9皇子允禟の先生となり、康煕帝崩御後も允禟
に仕えた。
　「刑部侍郎黄炳両江総督査弼納進秦道然口供折」に記録されている秦道然に対する尋問とそれに対する
供述は 9つにわたる。次にそれぞれの尋問ごとに提示していく。
奉旨叫問你，你系漢人，非別人可比，為何幫助允禟作惡嚇詐人，所作所為之事惡亂已極，且口出狂
言，説允禟有帝王體，此等謀為不軌，你罪該誅戮皇上寬恩饒你，發回原籍，着你完銀助餉，你又將
所有家產俱行藏匿，你所作之事已據姚子孝盡行供出，你可將允禟、允禩、允禵所作所為之事一一詳
細供來，你若實說了，皇上還寬你。
3 ）	奥村 2016。
4 ）	『清代檔案資料選編』には「允禩允禟案」に関する檔案資料がまとめられている。清朝第 5代皇帝雍正帝は康煕帝の
第 4 子として生まれたが、皇位継承をめぐって策略をめぐらし、帝位を脅かす存在であるとの理由から、共に異母
弟の康煕帝第 8 子允禩と第 9 子允禟を改名させ皇族としての地位を剥奪し監禁した。允禩と允禟への弾圧をめぐる
一連の檔案文書には、いくつかの供述書が含まれている。ここでは「問」と「供」とを明確に区別して記述されて
いる文書を対象に、「問（尋問）」がどのような言葉で記録されているかを見ていく。
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　人称代詞は「你」、指示代詞は「此等」、疑問詞は「（為）何」、語気助詞は「了」、連体修飾を示す助詞
は「之（事）」が用いられている。また、処置句には「將」が用いられている。
邵元龍告你第一款內説，允禟原系庸惡陋劣之人，起初犹肯讀書寫字，後與你日近日親，不復與邵元
龍見面，每日令你由角門私進，三鼓方出，不知密商何事等語，你逐一從實供來。
　人称代詞は「你」、疑問詞は「何（事）」、連体修飾を示す助詞は「之（人）」が用いられている。
邵元龍告你第二款內説，允禵出兵之時，允禟日至其家，四五鼓方回，不知所商何事，亦令你往見等
語，你把允禟與允禵所商之事，允禟令你去見允禵是何意見，你去見過幾次，相見時説些甚麼話，逐
一從實供來。
　人称代詞は「你」、指示代詞は「其」、疑問詞は「何（事）」、連体修飾を示す助詞は「之（時/事）」が
用いられていると同時に、この部分では疑問詞の「甚麼」が用いられ、処置句には「把」が用いられて
いる。
邵元龍告你第三款內説，你與太監何玉柱、班柱兒結為弟兄，狐群狗黨，行事兇惡，他時勸阻，反致
你懷恨，幾欲陷他于死地等語，你逐一從實供來。
　ここでは「你」に加え、「他」が用いられている。
邵元龍所告第四款內説，允禟令太監何玉柱往關東私刨人參，又令人在天津衛霸占木行等語，你既在
允禟家管事，這些事體你必知詳細，從實供來
　ここでは指示代詞「這些」が用いられている。
邵元龍所告第五款內説，允禟使太監何玉柱在天津衛、蘇揚等處貨買良家子女，其不願賣身者，何玉
柱扮做新郎，假稱安三之子明媒娶來，暗入貝子之室等語，你可將實情一一供來。
　人称代詞は「你」、指示代詞は「其」、連体修飾を示す助詞は「之（子/室）」が用いられ、処置句には
「將」が用いられている。
邵元龍所告第六款內説，允禟使太監張瞎子探聽各宮消息，姚子孝往來允禵用兵之處等語，你可將允
禟探聽各宮消息探聽了些甚麼事體，為何事差姚子孝往允禵之處，逐一據實供來。
　人称代詞は「你」、疑問詞は「何（事）」「甚麼」、連体修飾を示す助詞は「之（處）」が用いられ、アス
ペクト助詞の「了」、処置句には「將」が用いられている。
你系聖祖皇帝提拔之人，受恩深重，不該如此辜負聖祖恩典，皇上不將你即行正法，是皇上格外天恩，
你如今還存欺詐之心，不盡行供出聖祖在天之靈斷不饒你，皇上必將你正法，你將未曾供出允禟、允
禵、允禩所為之事逐一再從實供來。
　人称代詞は「你」、指示代詞には「如此」の「此」、連体修飾を示す助詞は「之（人/心/靈/事）」が
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用いられ、処置句には「將」が用いられている。
你還有未供出的事體甚多，容你慢慢想去，一一再行供來，若仍然少有隱瞞，必將你嚴行夾訊。你既
系讀書人，難道不曉得大體麼。你從前欺天、欺君之處已多，今還不悔悟麼。
　人称代詞は「你」、連体修飾を示す助詞は「之（處）」だけでなく「的（事體）」が用いられ、語気助詞
に「麼」が用いられ反語を表している。
2.2．ポルトガル宣教師モラン（中国名穆景遠）に対する尋問
　ヨーロッパから派遣されていたポルトガル人宣教師モラン（Joan	Mourao,	1681-1726）は、雍正帝と
の関係から捉えられ尋問を受けた。
　「穆景遠供詞」に記録されている秦道然に対する尋問とそれに対する供述は 9つにわたる。次にそれぞ
れの尋問ごとに提示していく。
你在允禟處行走多年，與允禟最相親密是人皆知的，如今允禟的情罪更是天下人皆知的了，你可把你
與允禟一切所行所説逐件據實供出，免得動刑審你。
　人称代詞は「你」、連体修飾を示す助詞は「的（情罪）」が用いられ、語気助詞に「了」が用いられて
いる。
允禟説越遠越好的話是甚麼意思呢。
　疑問詞は「甚麼」、語気助詞は「呢」が用いられている。連体修飾を示す助詞は「的（話）」が用いら
れている。
允禟寄信給他兒子都是西洋字，據他管事人佟保已經供明是你教他的西洋字，他跟前只得你一個西洋
人，這是不用再問的了。
　人称代詞は「你」「他」、指示代詞は「這」、連体修飾を示す助詞は「的（西洋字）」、語気助詞に「了」
が用いられている。また量詞「個」が用いられている。
你在西寧住處合允禟住處相連，可是將牆挖了洞時常往來的嗎。
　人称代詞は「你」、アスペクト助詞の「了」、疑問を表す語気助詞の「嗎」、処置句には「將」が用いら
れている。
為甚麼要等三年孝滿之後纔可求得，這是甚麼緣故呢。
　指示代詞は「這」、疑問詞は「甚麼」、連体修飾を示す助詞は「之（後）」、語気助詞は「呢」が用いら
れている。
那帖子上寫兩省的百姓説允禟好，又説他苦，怎麼允禟就説到沒有爭天下的話回復那人呢。你把其中
話された言葉として書かれた中国語（奥村）
123
詳細盡數説來。
　人称代詞には「他」、指示代詞には「那」「其（中）」、連体修飾を示す助詞は「的（百姓/話）」、疑問
詞は「怎麼」、処置句には「把」、語気助詞は「呢」が用いられている。
你由西寧起解的時節，你向着允禟的住處磕頭大哭，這是眾耳眾目的事，可見你的心腸是始終依戀允
禟的了，你還説你被他哄了你半輩子，你這樣欺心的話還説得去嗎。
　人称代詞には「你」「他」、指示代詞には「這」「這樣」、連体修飾を示す助詞は「的（時節/住處/事/
心腸/話）」、語気助詞は「了」「嗎」が用いられている。
你曾向人說明是給天主磕頭的嗎。
　人称代詞は「你」、語気助詞は「嗎」が用いられている。
你在路上曾望着人説甚麼來嗎。
　人称代詞は「你」、疑問詞は「甚麼」、語気助詞は「嗎」が用いられている。
2.3．秦道然、何図、張瞎子に対する尋問の言葉
　「秦道然等口供」には先述した秦道然に対する尋問が 2つ、何図と張瞎子に対する尋問がそれぞれ 1つ
ずつ記録されている。
2.3.1　秦道然に対する尋問
你系漢人詞林，當日聖祖皇帝命你在允禟家教書，你如何管起允禟的家務來，允禟一切行為之事俱是
你商謀贊助，你常向人説允禟有帝王體，可見你的心跡久已在人耳目的了，你的情罪已不容誅，近日
奉旨遣侍郎黃炳往江南審訊，據你口供明明尚有未曾供出之處甚多，如今將你提到，你還必定寧死要
做允禩、允禟、允禵的逆黨到底不肯把允禟、允禩、允禵一切行為與你自己黨助悖逆之處盡情供出嗎。
　人称代詞は「你」疑問詞は「如何」連体修飾を示す助詞は「的（家務/心跡/逆黨）」「之（事/處）」
処置句は「把」語気助詞は「了」「嗎」が用いられている。
你既知道允禟無才無識、糊塗不堪，你卻為何又幫助他做這樣悖逆大罪的事，你又怎麼見得允禟既然
自己無望，又心裡常懷着妄想呢。
　人称代詞は「你」「他」、指示代詞は「這樣」疑問詞は「為何」「怎麼」連体修飾を示す助詞は「的（事）」
語気助詞は「呢」が用いられている。
2.3.2　何図に対する尋問
你是允禟第一箇親信的人，是人人知道的，允禟的情罪又是天下人皆知道的了，你罪大惡極早該萬死
的人，蒙皇上天恩寬你到如今，今又奉旨命王大人來審你，你還要狡口支飾，必定忍死不將允禟們所
行所為之事與同你商謀之事盡情供出，你竟是到底甘心黨逆了，你還不實説麼。
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　人称代詞は「你」「他」、疑問詞は「為何」「怎麼」連体修飾を示す助詞は「的（人/情罪）」「之（事）」
処置句は「將」語気助詞は「了」「麼」が用いられている。
2.3.3　張瞎子に対する尋問
你是那裡人，從前幾時到西寧，你怎麼鑽謀到大將軍府裡去的。允禵的八字如何叫你推算，你如何算
來，允禵又怎樣喜歡賞你，還向你説些甚麼話。一一從實供來。
　人称代詞は「你」、疑問詞は「甚麼」「幾時」「如何」「怎麼」「怎樣」連体修飾を示す助詞は「的（八
字）」が用いられている。
　1726年の允禩允禟案に関する「刑部侍郎黄炳両江総督査弼納進秦道然口供折」「穆景遠供詞」「秦道然
等口供」の 3文書から、それぞれ「問」の部分を提示し使用語彙を見た。
　全体的に見れば、人称代詞には、尋問の相手を指す二人称として「你」が用いられ、三人称を指す場
合には「他」が用いられている。指示代詞には「此等」「其中」が用いられているが、主に用いられてい
るのは「這」「那」である。疑問詞は「何」「如何」「為何」「何事」などが用いられているが、「甚麼」「怎
麼」「怎樣」も用いられている。語気助詞は「了」「呢」「麼」「嗎」が用いられている。さらに細かく見
れば、指示代詞「此」や疑問詞の「何」を用いるのは、「刑部侍郎黄炳両江総督査弼納進秦道然口供折」
における秦道然に対する尋問により多く見られていると言えるだろう5）。また、モランや何図、張瞎子に
対する尋問では「此」や「何」の使用がより限られ、特にモランに対する尋問では「此」「何」は一切用
いられていない6）。
　個々の尋問相手と語彙の関係には細かな差があるともとれるが、人称代詞、指示代詞、疑問詞、語気
助詞いずれも語彙の種類が限られており、限定的もしくは均質的であると言えるだろう。
3 ．「問情別単」における「問」の言葉
　中国の檔案資料の供述書の尋問がどのような言葉で記録されているかを見たのに続き、ここでは朝鮮
時代に置かれた備辺司の日録である『備邊司謄録』に記録された「問情別単」の「問」の言葉を見てい
きたい7）。
　「問情別単」の「問」は当時の朝鮮半島の訳官が話した中国語に基づいて、中国からの漂着民に対して
尋問を行ったものの記録であり、その答えが「答」で記録されている。允禩允禟案件の尋問が中国人役
5）	また秦道然に対する尋問では名詞と名詞の間に置き判断を表す語（現代中国語では「是」が用いられる）は「系」が
用いられており、その他の文書の尋問では「是」が用いられているのに対して違いがあると言える。
6）	さらに言えば、連体修飾を示す助詞には「的」（「之」は「之後」の形で 1回のみ）、処置句には「把」が用いられて
いるという点や、補語の使用に関しても、モランに対する尋問はより口語的である。
7）	『備邊司謄録』は朝鮮半島に防衛のために設置された部署である備辺司の日誌記録である。清代の漂着船に関する記
述部分は『清代帆船東亜航運史料彙編』（松浦章編著、卞鳳奎編訳、楽学書局、2007年）に翻刻されているため、あ
わせて参照した。
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人によって実施されたものであるのに対し、「問情別単」の「問」は、外国語として中国語を学んだ朝鮮
人訳官による中国語であり、「問」に対する「答」が中国人漂着民であるという違いがある。
　允禩允禟案件（雍正 4 年、1726年）の同時代の「問情別単」として、粛宗39年（康煕52年、1713年）
と英祖 9年（雍正10年、1732年）の記録を取り上げる。
3.1．粛宗39年（康煕52年、1713年）の尋問
　粛宗39年、済州に福建省泉州の中国船が漂着し、訳官李樞が中国人漂着乗組員に対して尋問を行った。
尋問のやりとりは65に及ぶが、次にひとつずつ提示していく。
　　你等在何地，而因何事，漂到我國乎。
　人称代詞は「你等」、疑問詞は「何（地）」、語気助詞は「乎」が用いられている。
　　福建管轄幾處，而官人幾員耶。
　疑問詞は「幾」、疑問詞との組み合わせで語気助詞は「耶」が用いられている。
　　福建風俗尚文乎，尚武乎。
　語気助詞は「乎」が用いられている。
　　福建農商早晚如何耶。
　疑問詞は「如何」、疑問詞との組み合わせで語気助詞は「耶」が用いられている。
　　近年以來，白絲物貨價本極高，未必年年失蚕也，有何曲折也。
　語気助詞は「也」、疑問詞は「何」が用いられている。
　　暹羅長崎買賣北京亦知之，而無海禁之事耶。
　指示代詞は「之」、連体修飾を示す助詞は「之（事）」が用いられている。
　　税官住何處，而一年所收幾許耶。
　疑問詞は「何處」「幾許」、語気助詞は「耶」が持ち用いられている。
　　福建省邊於海，時常有防守之事乎。
　連体修飾を示す助詞は「之（事）」、語気助詞は「乎」が用いられている。
　　軍兵騎兵乎，步兵乎。
　語気助詞は「乎」が用いられている。また、現代中国語の「是」に当たる動詞が用いられていない。
　　同安縣乃宋朝朱英子蒞任之地，遺風獨有可聞者乎。
　連体修飾を示す助詞は「之（地）」、語気助詞は「乎」が用いられている。また、現代中国語の「是」
に当たる語として「乃」が用いられている。
　　廟門題以何號，而祭用何禮乎。
　疑問詞は「何（號/禮）」、語気助詞は「乎」が用いられている。
　　祀官着何樣衣冠而祭之乎。
　指示代詞は「之」、疑問詞は「何様」、語気助詞は「乎」が用いられている。
　　朱文公子孫有否。
　語気助詞は「（有）否」が用いられている。
　　南方耕牛，熱則入水，身涼復出，云然耶。
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　語気助詞は「耶」が用いられている。また、「そのとおりですか」を「云然」で表している。
　　水牛何以拿得而家養生雛乎，其大比家牛如何耶。
　指示代詞は「其」、疑問詞は「何以」「如何」、語気助詞は「乎」「耶」が用いられている。
　　四五年前海賊甚多，故自北京有報諭事矣，近年則聲息如何耶。
　疑問詞は「如何」、語気助詞は「矣」「耶」が用いられている。また起点を示す介詞は「自」が用いら
れている。
　　皇上有別樣撫恤之事乎。
　連体修飾を示す助詞は「的（事）」、語気助詞は「乎」が用いられている。
　　你們在於何地，何年月日，從何處乘船，將往何處，做甚麼事幹，而到此漂沒耶。
　人称代詞は「你們」、指示代詞は「（到）此」、疑問詞は「何（地/年 /月日/處）「甚麼（事）」、語気
助詞は「耶」が用いられている。また、起点を示す介詞は「從」が用いられている。
　　你們六月二十日乘船漂到我國，其間日子甚多，未及漂到之前在於何地耶。
　人称代詞は「我（國）」「你們」、指示代詞は「其（間）」、疑問詞は「何（地）」、連体修飾を示す助詞は
「之（前）」、語気助詞は「耶」が用いられている。
　　你們乘船時，共通幾個人，而今有幾箇人耶。
　人称代詞は「你們」、疑問詞は「幾」、語気助詞は「耶」が用いられている。なお、「幾個人」と量詞
「個」が用いられている。
　　你們姓名年紀居住一一説破。
　人称代詞は「你們」が用いられている。
你們既是共事同船而來，則情地不凡，死生去就宜無異同，而何不帶去屍體，埋置外國，果合於情理
耶。
　人称代詞は「你們」、疑問詞は「何」、語気助詞は「耶」が用いられている。
　　北京人死則皆是燒奠，你們何不燒奠耶。
　人称代詞は「你們」、疑問詞は「何」、語気助詞は「耶」が用いられている。また「すべて」を意味す
る副詞として「皆」が用いられている。
　　你們發船時亦有同時發行的人耶。
　人称代詞は「你們」、連体修飾を示す助詞は「的（人）」、語気助詞は「耶」が用いられている。
　　你們船雖破沒，既已拯出物件，則何獨漂失船票，到那你們地方，能免罪責耶。
　人称代詞は「你們」、指示代詞は「那」、疑問詞は「何」、語気助詞は「耶」が用いられている。
　　在前海禁至嚴，無有海商矣，何近年不禁耶。
　疑問詞は「何」、語気助詞は「矣」「耶」が用いられている。
　　四五年前海賊出沒之故，自北京有咨報之事，何謂近無海禁耶。
　疑問詞は「何（謂）」、連体修飾を示す助詞は「之（故/事）」、語気助詞は「耶」が用いられている。
　　你們地方幅員甚廣，東西南北往來行商何所不可，而涉險遠赴於日本，自取漂沒之患耶。
　人称代詞は「你們」、疑問詞は「何（所）」、連体修飾を示す助詞は「之（患）」、語気助詞は「耶」が用
いられている。
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　　問你們拿來的物件都是你住的地方所產耶。
　人称代詞は「你」「你們」、連体修飾を示す助詞は「的（物件/地方）」、語気助詞は「耶」が用いられ
ている。また「すべて」を表す副詞として「都」が用いられている。
　　安南距福建幾許里，在於何方，蘇杭州廣東亦幾許里，都是陸路耶，亦有水路耶。
　疑問詞は「何（方）」「幾許（里）」、語気助詞は「耶」が用いられている。また、「すべて」を表す副詞
として「都」、現代中国語に通じる「是」が用いられている。
你們物件中只有些少紬段，而何無白絲等物耶，我國亦與日本買賣，熟諳其風俗，你的花布紅沙等物
不合於日本所用，未知斥賣於何方耶。
　人称代詞は「我（國）」「你」「你們」、指示代詞は「其」疑問詞は「何」「何物」、連体修飾を示す助詞
は「的（花布）」語気助詞は「耶」が用いられている。
　　日本既不入貢，則兩國人往來買賣，必多有難便之事，官不禁断耶。
　連体修飾を示す助詞は「之（事）」、語気助詞は「耶」が用いられている。
　　你們既通買賣，則彼國之人亦來你們地方麼。
　人称代詞は「你們」「彼（國）」、連体修飾を示す助詞は「之（人）」、語気助詞は「麼」が用いられている。
　　買賣之際，彼此通話，然後方可講定價本，你們亦能曉解日本的説話麼。
　人称代詞は「你們」、指示代詞は「彼此」、連体修飾を示す助詞は「之（際）」「的（説話）」、語気助詞
は「麼」が用いられている。
　　你們亦曾往暹羅國做買賣麼。
　人称代詞は「你們」、語気助詞は「麼」が用いられている。
　　暹羅日本亦有城郭宮闕，人民衣服形體貌樣，可得聞耶。
　語気助詞は「耶」が用いられている。
　　你們將甚麼物貨往暹羅國，對授甚麼物價麼。
　人称代詞は「你們」、疑問詞は「甚麼」、語気助詞は「麼」が用いられている。また処置句は「將」が
用いられている。
　　暹羅日本有管買賣的官人麼。
　連体修飾を示す助詞は「的（官人）」、語気助詞は「麼」が用いられている。
　　曾往日本暹羅時，海中必有島嶼，亦有官府地方耶。
　語気助詞は「耶」が用いられている。
　　儞們亦曾往北京，而同安之距北京幾日程，皆是旱路耶。
　人称代詞は「儞們」、疑問詞は「幾（日程）」、連体修飾を示す助詞は「之（距）」、語気助詞は「耶」が
用いられている。「すべて」を表す副詞は「皆」、現代中国語に通じる「是」が用いられている。
　　福建省管轄共通幾何，幅員幾許里。
　疑問詞は「幾何」「幾許（里）」が用いられている。
　　同安縣幅員幾許里，幾箇官人耶。
　疑問詞は「幾許（里）」「幾（箇官人）」、語気助詞は「耶」が用いられている。
　　知縣是幾品，參將鎮守稅官各掌何事耶。
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　疑問詞は「何（事）」「幾（品）」、語気助詞は「耶」が用いられている。
　　同安縣水田多耶，旱田多耶。
　疑問詞は「耶」が用いられている。
　　旱田所種之穀幾何種耶。
　疑問詞は「幾何」が用いられている。
　　儞們水田一斗租所種之畓，秋收幾斗穀。
　人称代詞は「儞們」、疑問詞は「幾（斗）」、連体修飾を示す助詞は「之（畓）」が用いられている。
　　同安縣田税以米納官乎，以銀納官乎，納於那箇地方耶。
　疑問詞は「那箇（地方）」、語気助詞は「乎」「耶」が用いられている。
　　一畝之税折銀幾兩，而一畝田播幾斗種子耶。
　疑問詞は「幾（兩/斗）」、連体修飾を示す助詞は「之（税）」、語気助詞は「耶」が用いられている。
　　知縣參將鎮守稅官，姓名誰耶。
　疑問詞は「誰」、語気助詞は「耶」が用いられている。「誰耶」で姓名を尋ねる意味で用いられている。
　　儞地方官人出入十，騶從幾許人耶。
　人称代詞は「儞」、疑問詞は「幾許（人）」、語気助詞は「耶」が用いられている。
　　儞們住的如許大地，必有文翰雄傑之士，亦可聞知耶。
　人称代詞は「儞們」、指示代詞は「如許」、連体修飾を示す助詞は「之（士）」「的」が用いられている。
春種秋收，自是常理，一年再稻者，古無所傳，至於暹羅一國，或有所聞，而亦涉妄誕，儞們在海南
問情時，亦言福建春種夏收，夏種冬收云，春稻夏收猶或可也，而夏收之後，始為播種能收於冬前乎，
南方風氣雖甚暖熱，必不得四時長春，則其果深冬收獲耶，福建一方皆是再稻耶。
　人称代詞は「儞們」、指示代詞は「其」、連体修飾を示す助詞は「之（後）」語気助詞は「也」「耶」「乎」
が用いられている。
　　儞地方今年田禾好收耶。
　人称代詞は「儞」、語気助詞は「耶」が用いられている。
　　田禾好收時則一斗米價銀子多少。
　疑問詞は「多少」が用いられている。
　　同安縣去海幾里耶。
　疑問詞は「幾（里）」、語気助詞は「耶」が用いられている。
　　福建乃是邊海要衝之地，同安尤是海口，當此招安海寇之時，必有防守之道，願聞其詳。
　指示代詞は「此」「其」、連体修飾を示す助詞は「之（地/時/道）」が用いられている。また現代中国
語に通じる「是」の前に副詞「乃」が用いられている。
　　出巡哨船幾個，一船中有兵幾人耶。
　疑問詞は「幾（個/人）、語気助詞は「耶」が用いられている。
　　既有防守之兵，則必有操練之方，所用軍器亦可指名歷數耶。
　連体修飾を示す助詞は「之（兵/方）」、語気助詞は「耶」が用いられている。
　　儞們往來海洋中，或有奇異奇聞之事耶。
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　人称代詞は「儞們」、連体修飾を示す助詞は「之（事）」、語気助詞は「耶」が用いられている。
　　上上年儞們地方人漂到我國，國國救濟護送，未知盡數還歸本土耶。
　人称代詞は「我（國）」「儞們」、語気助詞は「耶」が用いられている。
　　同安是朱文公所蒞之地，嫁娶喪祭之禮，可得聞知，而清白日等亦有嬉遊之俗耶。
　連体修飾を示す助詞は「之（地/禮/俗）」、語気助詞は「耶」が用いられている。
　　同安縣有名山大川形勝樓臺廟宇僧寺耶。
　語気助詞は「耶」が用いられている。
　　犀象之屬皆產於南方，未知儞們地方亦有犀象耶，願聞捕得豢之方。
　人称代詞は「儞們」、連体修飾を示す助詞は「之（屬/方）」、語気助詞は「耶」が用いられている。
　　儞的物件無遺失帶來耶。
　人称代詞は「儞」、連体修飾を示す助詞は「的（物件）」、語気助詞は「耶」が用いられている。
出沒驚濤，跋涉遠路，能無損傷，而兩箇有病之人，今已差愈耶，我國千歲爺軫念儞們之無告，特令
沿路縣邑優恤供給，果無凍餒之患耶。
　人称代詞は「我（國）」「儞們」、連体修飾を示す助詞は「之（人/無告/患）」、語気助詞は「耶」が用
いられている。
3.2．英祖 9年（1732）（雍正10年）の尋問8）
　英祖 9年、珍島に南通州の中国船が漂着し、次に提示する19の尋問が行われた。
　　你等十六人居在何地方。
　人称代詞は「你等」、疑問詞は「何（地方）」が用いられている。
　　你等姓名云何，年紀幾何。
　人称代詞は「你等」、疑問詞は「何」「幾何」が用いられている。
　　你等路引中十七人書填，而怎無一人。
　人称代詞は「你等」、疑問詞は「怎」が用いられている。
　　你等十六人中漢人幾何，清人幾何。
　人称代詞は「你等」、疑問詞は「幾何」が用いられている。
　　你等何年月日，因何事，往何地方，緣何故漂到我國。
　人称代詞は「我（國）」「你等」、疑問詞は「何（年月日/事/地方）」「縁何（故）」が用いられている。
　　你等物件俱為漂沒，則衣服衿褥等物，何能免漂失。
　人称代詞は「你等」、疑問詞は「何」が用いられている。
8）	この漂着に関しては訳官の異なる 2種類の「問情別単」が記録されているのだが、本論では司訳院の通訳による「問
情別単」を調査対象とした。朝鮮半島では漂着民に対して別の通訳による複数回の尋問が行われたと考えられる。現
地の訳官（領来訳官）がひととおりの尋問を行った後で司訳院の訳官による尋問が行われ、両方の尋問結果に矛盾
がないかが確認されてから「問情別単」として記録されたようである。『備邊司謄録』に記録されている清代の漂着
案件のうち 2 種類の「問情別単」が記録されているものは 2 件ある。 2 種類の文書にどのような相違点が認められ
るかについては稿を改めて取り上げたいと考えている。
東アジア文化交渉研究 第10号
130
　　你等行中有二狗，狗非船中緊物，而緣何帶來。
　人称代詞は「你等」、疑問詞は「縁何」が用いられている。
　　你等所持佛像乃是寺庵中所宜有，而航海行商之人為何帶來。
　人称代詞は「你等」、疑問詞は「為何」、連体修飾を示す助詞は「之（人）」が用いられている。
　　南通州是楊州府所管，則距楊州幾許里，而楊州府有何官幾員，通州有何官幾員。
　疑問詞は「幾許（里）」「幾」「何」が用いられている。
　　你等所居地方云是南通州，抑又有北通州耶。
　人称代詞は「你等」、語気助詞は「耶」が用いられている。
　　南通州距北京幾許道里。
　疑問詞は「幾許（道里）」が用いられている。
　　南通州屬於楊州，楊州府屬於江南省，則江南距北京幾許道里。
　疑問詞は「幾許（道里）」が用いられている。
　　你等所居地方有何土產。
　人称代詞は「你等」、疑問詞は「何」が用いられている。
　　你等地方近年農業豐歉何如。
　人称代詞は「你等」、疑問詞は「何如」が用いられている。
　　你等地方旱田水田何多何少，有何奇花異卉。
　人称代詞は「你等」、疑問詞は「何」が用いられている。
　　狼山總鎮所管軍丁幾何，操練之規何如
　疑問詞は「幾何」「何如」、連体修飾を示す助詞は「之（規）」が用いられている。
　　你等慣行水路，或有海賊出沒之事乎。
　人称代詞は「你等」、連体修飾を示す助詞は「之（事）」、語気助詞は「乎」が用いられている。
　　賊税民役之規何如。
　疑問詞は「何如」、連体修飾を示す助詞は「之（規）」が用いられている。
　　他地方民役亦皆蠲免乎。
　指示代詞は「他」、語気助詞は「乎」が用いられている。
　1713年と1732年の「問情別単」の尋問をひとつひとつ提示し、人称代詞、指示代詞、疑問詞、語気助
詞を中心に語彙を確認したように、尋問の相手を指す二人称複数形は「你等」「你們」が用いられてい
る。特に一つ目に提示した文書では「你等」「你們」のいずれもが使用されている。「你等」が用いられ
ているのは最初の一箇所だけではあるが、次に提示した文書では「你等」のみが用いられていることか
ら、一つの文書で二人称人称代詞は固定されては使用されているものの、「你等」「你們」のいずれもが
「問情別単」の尋問に用いられる二人称代詞であったことを示していると言えるだろう。
　また「なに」を表す疑問詞は主に「何」が用いられており、「甚麼」は一つ目の文書のうち 2回の尋問
の 3箇所で用いられているのみである。
　語気助詞に関しても、疑問を示す助詞は主に「耶」もしくは「乎」が用いられ、「麼」は一つ目の文書
話された言葉として書かれた中国語（奥村）
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の 5回の尋問の 5箇所で用いられているのみであり、「嗎」はまったく用いられていない。
　朝鮮の訳官による中国人漂着民に対する尋問の記録では、全体的に見れば主に文言の語彙が用いられ
ているが、文言には分類されない語彙も用いられている。個別に見れば、人称代詞や語気助詞に見られ
るように、文書によって語彙が異なる場合があると言えるだろう。
4 ．小結
　18世紀前半の中国の供述書と朝鮮半島の尋問記録である「問情別単」は同じ形式、つまりいずれも
「問」に対して「供」または「答」が続くという形式によって構成された文書であり、「問」「供」「答」
を区別し明示することによって、実際に行われた尋問を文字で再現したものであると言えるだろう。し
かしながら、いずれも話されたかのような形式をとりながらも、本稿で取り上げた雍正 4 年（1726年）
の允禩允禟案件の「問」と粛宗39年（1713年）及び英祖 9年（1732年）の「問」とでは、その基本的な
語彙に大きな違いがあることを確認することができた。
　尋問の対象を指す人称代詞は、允禩允禟案件の供述書では単数形の「你」が用いられているが、朝鮮
の「問情別単」では複数形の「你等」「你們」が用いられている。これは、允禩允禟案件の供述書は裁判
文書でもあり、尋問される人物が 1人であるのに対し、「問情別単」は複数の漂着民に向けられた尋問で
あることによるだろう。ただし、允禩允禟案件の「供」では一人称複数形が用いられており、それは例
外なく「我們」である9）。疑問詞は、允禩允禟案件では「甚麼」「怎麼」が、「問情別単」では「何」が代
表であると言えるが、いずれもどちらも用いられている。語気助詞は、允禩允禟案件では「了」「呢」
「麼」「嗎」が用いられており、「問情別単」では「麼」も用いられてはいるものの、疑問を表すときには
「耶」「乎」が主に用いられている。疑問詞と語気助詞に関しては、允禩允禟案件の供述書と「問情別単」
の問答記録とでは語彙が大きく異なっていると言えるだろう。
　本稿では同時代における一部の個別資料を調査しただけではあるが、清代供述書と朝鮮の「問情別単」
の問答記録の語彙には違いがあるという結果を得た。話された言葉として書かれた言葉が当事者や資料
により異なることを示していると言えるだろう。
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